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研究成果の概要（和文）：本研究では、これまで申請者が独自に作製してきたトランスジェニック植物体を活用
し、花が咲く時に植物体で起きるエピジェネティックおよびシグナル伝達系の変化を解析することにより、
「Deathホルモン」―花からメリステムに至る新規シグナルの分子的実体やそのシグナル経路を同定することを
目指して研究を行ってきた。最初に、遺伝学的、生化学的解析によりKNUタンパク質によるWUS遺伝子の抑制にお
ける二段階の転写抑制機構を見いだした。さらに、花が咲く時に起きるメリステム間のシグナル伝達を明らかに
するために、カルシウム、ATP、植物ホルモンをリアルタイムで定量性をもって検出するためのバイオセンサー
を作出した。

研究成果の概要（英文）：In order to identify the so-called death hormone, which is induced by 
flowering and functions to kill existing meristems, we have worked on epigenetic programs and 
hormone signaling in flower development. By utilizing transgenic lines developed by our laboratory, 
we have shown that KNU, a key gene for floral meristem determinacy, negatively regulates the stem 
cell determinant WUS in a two-step process. We also have developed biosensors for calcium, ATP and 
phytohormones to detect them quantitative manners in realtime of flower development.  

研究分野：花発生分子遺伝学

キーワード： シグナル伝達　発現制御　発生・分化
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
 種子植物は生殖器官として「花」を持ち、

花が咲く時、中央部にある幹細胞の増殖活

性は停止する。開花は一つの花の「死」に

つながるだけでなく、植物個体の死につな

がる場合もある。竹は、樹齢数十年の間に

一度だけ花を咲かせ、実が熟した後、枯死

する。シロイヌナズナでは開花結実の情報

が、茎頂や側方にある幹細胞を含む領域（メ

リステム）に作用し、新規の花芽や葉原基

の形成を阻害する。しかし、30 年以上前に

Nooden と Derman によって提唱された

「Death ホルモン」(Nature 271, 354, 1978)

の分子的実体は未解明なままである。 

 
 
２．研究の目的 
 本研究では、花が咲く時に植物体で引き起

こされている現象と開花結実の情報伝達機

構を明らかにする。これまで申請者が独自に

作製してきたトランスジェニック植物体を

活用し、花が咲く時に植物体で起きるエピジ

ェネティックおよびシグナル伝達系の変化

を解析することにより、花が咲く時に起きる

エピジェネティックな変化、さらには Nooden

と Derman によって提唱された「Death ホルモ

ン」(Nature 271, 354, 1978)―花からメリ

ステムに至る新規シグナルの分子的実体や

そのシグナル経路を同定することを目指し

て研究を行ってきた。 

 
 
３．研究の方法 
 本研究では、花が咲く時に植物体、特にメ

リステムで起きる変化をエピジェネティッ

クと植物ホルモンシグナルの二面に着目し

て解析を行ってきた。我々は、遺伝学的、生

化学的解析により KNU遺伝子による WUS遺伝

子の抑制の詳細な分子機構を明らかにした。 

 さらに、花が咲く時に起きるメリステム間

のシグナル伝達を明らかにするために、北口

博士らとの共同研究によりカルシウム、ATP

のバイオセンサーを作出した。それぞれはす

でに動物で報告されていたものを植物コド

ンに最適化したものを作出し、トランスジェ

ニック植物を作成した。 

 さらに植物ホルモンを植物体内でリアル

タイムに定量性をもって検出するために、そ

れぞれの植物ホルモンを特異的に認識する

分子とシグナルを発する分子を利用したバ

イオセンサーを作成も行った。 

 
４．研究成果 

 我々は、遺伝学的、生化学的解析により KNU

タンパク質による WUS 遺伝子の抑制は、WUS 

の活性化因子である SPLAYED (SYD)の「排除」

とポリコム因子の「導入」による二段階の転

写抑制機構を見いだした。転写抑制機構の新

規メカニズム機構としてPNASEに論文投稿し

ており、現在はレフェリーコメントにもとづ

いて、再投稿に向けてリバイズ実験を補足中

である。 

 さらに、花が咲く時に起きるメリステム間

のシグナル伝達を明らかにするために、カル

シウム、ATP のバイオセンサーを作出した。

それぞれはすでに動物で報告されていたも

のを植物コドンに最適化したものを作出し、

トランスジェニック植物を作成した。ATP セ

ンサーは共同研究の論文としてNature Comm.

に投稿しており、現在はレフェリーコメント

にもとづいて、再投稿に向けてリバイズ実験

を補足中である。 

 さらに植物ホルモンを植物体内でリアル

タイムに定量性をもって検出するために、そ

れぞれの植物ホルモンを特異的に認識する

分子とシグナルを発する分子を利用したバ

イオセンサーを作成中である。2 種類の植物

ホルモンそれぞれに特異的検出して、そのう

ちの 1つにかんしては、ホルモン依存的に光

強度が2.8倍まで変化するセンサーを得るこ

とが出来た。本研究は、萌芽の終了後も継続

しており、これらの候補に、さまざまな改変

を加えスクリーニングすることで、それぞれ



のホルモン依存的に大きくシグナルが変化

するバイオセンサー作出に努めている。 
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